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献立作成においては栄養量の充足とともに，晴好的要求の充足は大切な要件である。そ
のために寮給食においても．毎年晴好調査及び食事状況調査を行ない評価，反省の資料と
しているが，近年の食生活構造の変化に伴ない学生の晴好はどのよ うな変化をしているで
あろうか。ま た， 給食管理の中で常lと学生たち に食物と栄養に関する知識，技術を伝えて
いるが， これが学生たちの食に対する意識によりよい変容を与えているか，これらについ
て46年，51年の調査から考察を試みたものである。
H 調査方法
1. 調査方法
本学寮生昭和46年度生 133名，及び昭和51年度生 209名で，科別は表 11ζ示した。
表 1 科別人数
服飾美術科 工芸美術科 保健体育科 初等教育学科 i口〉 計
（人） （人〕 （人） 〔人） （人）
昭和46年度生 5 I 1 0 5 4 1 8 1 3 3 
昭和51年度生 3 7 2 3 1 0 6 4 3 2 0 9 
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2. 調査方法
昭和46年11月及び昭和51年 9月！と． 調査表を配布し，記入後に回収した。なお回収率は
100 Fちである。
][ 結果及び考察
1. 意識について
寮生の食事に対する関心を知る ために，以下表に示した項目について，質問をした。
( 1) 寮の食事について
表2 献立表に つ いて
区 分 昭 和 4 6 年 昭 和 5 1 年
科 BU 日目 工 保 初 合計 % 目反 工 保 初 合計 % 
人 数 （人） 〈人〕 〔人1 C人〕 〈人） 〈人） 〔人） L人7 C人） C人〕51 IO 54 18 133 100. 0 37 23 106 43 209 100. 0 
毎日見る 14 3 13 5 35 26. 3 I 。 1 。 2 1. 0 
時々見る 33 7 36 13 89 69. 9 12 6 38 12 68 32. 5 
全然見ない 4 。 5 。 9 6.8 24 17 66 31 138 66. 0 
無 百己 入 。。。。 。 。。。 1 。 。 0. 5 
46年では献立表を見る と答えたも のが9Hちで，ほとんどのものが関心を示 しているのに
対し， 51年は見ているもの 33.5%，全然見ないと言 うものも半数以上であった。 （表 2 ) 
この減少は掲示の方法が毎日記入する方法から， 一週間分の掲示方法に変わったことに
一因があるとしても，日頃の食事に対する苦情，要望，反応が46年に比べると皆無である
ことから無関心派が増えてきていると言えよう。
表3 食事についての会話 （寮内〕
区 分 昭 和 4 6 年 昭 和 5 1 年
科 別 B匡 工 保 初 -€,‘ 圭ロ't % B匝 工 保 初 合計 % 
人 数 L人） C人〕 仇〕 （人） （人7 C人） （人〕 C人） ひJ C人）51 10 54 18 133 100. 0 37 23 106 43 209 100. 0 
よ く する 31 6 29 9 75 56.4 19 14 48 22 103 49. 3 
時々する 19 3 24 9 55 41. 4 17 9 58 21 105 50. 2 
全 然しない 1 I I 。 3 2. 2 1 。。。 I 0. 5 
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表4 食事についての会話（帰省時）
区 分 昭 和 4 6 年 日目 平日 5 I 年
科 zJU fl i 工 保 初 合計 % 日目 工 保 初 合計 % 
人 数 （人） L人） t人） 〈人） 〔人〕 （人） 〈人〕 （人） 〈人） 〔人）51 IO 54 18 133 100. 0 37 23 106 43 209 100. 0 
よ くする 32 4 24 12 72 54.0 1'1 6 48 16 84 40. 2 
時々する 18 5 28 5 56 42. 0 20 17 58 25 120 57. 4 
全くしな い l 1 2 I 5 4.0 3 。。 2 5 2. 4 
寮の食事について，友人との聞で話すと答えたも のは46年では 98予診＇5］年 も99%あり ，
（表 3 ）， 帰省時に寮の食事について話すものも46年96%,51年98予ち とほとんどのも のが
何らかの話題としている。（表 4 ) 
帰省した時，寮で食べた料理を参考lと家庭で作ってみたという ものは46年で 5予ち， 51年
では14%と増加している。 （表 5 ) 
献立表が栄養的に計算されたも のであることは大部分が認めてはいるが，それでも 51年
は知 らぽいものも 11人おり ，乙の点でも無関心派が各科を通じて増えてきている。しかし，
服飾美術科の調理を必修しているコ ースの学生には46年，51年ともに知らないと答えた も
のはなく，授業等の中での知識の表われと考えられる。 （表6
表5 家庭での実習
昭 和 4 6 年 昭 平日 5 1 年
科 lU fl i エ； 保 初 合計 % 日E エ； 保 初 合計 % 
人 数 （人〕 （人〕 t人） （人） （人〕 ~人7〕 〈人〕 C人） 〈人〕 〈人）日］ 10 54 18 133 100.0 23 106 43 209 100. 0 
あ る 2 。 5 。 7 5. 3 11 2 8 8 29 13. 9 
な L、 49 IO 49 18 126 94. 7 26 21 97 35 179 85. 6 
無 三己 名 。。。。 。 。。。 1 。 。 0. 5 
表6 栄養 計 算 へ の認識
日目 和 4 6 年 昭 不日 5 1 年
科 lU 目反 工 保 初 合計 % fl& 工 保 ネ刀 合 計 % 
人 数 仏7 〔人〕 （人） 〈人〕 （人〕 C人） C人〕 L人） L人） 〈人）51 10 54 18 133 100. 0 37 23 106 43 209 100. 0 
は、 L、 50 IO 52 17 129 97. 0 35 22 100 41 I 98 94. 7 
し、 し、 え 1 。 2 I 4 3.0 2 1 6 2 11 5. 3 
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(2) 偏食について
表 7I乙示すよ うに，46年では全く偏食を しぽいと答えたものが209ち，ひ どいと思ってい
るものは13予多であ る。51年では全く しないと思っ ている ものが26.3勿で46年と比べ増加し，
偏食のひどいと思っている ものは46年の半数K減少している。乙 乙でも服飾美術科の調理
を必修するコースの学生のなかには偏食がひどいと答えた ものはとfく， 日常の知識が影響
を与えていると思われる。
表7 偏 食 につい て
昭 ,flJ 4 6 年 昭 平日 5 1 年
料 JU HR 工 保 初 合計 % §Ii;! 工 保 初 dロb‘ ロ＝社I % 
人 数 （人1 〔人） （人〕 Lへ7 〈人） t人） （人1 〈人） 〈人） C人〕51 10 54 18 133 100 0 37 23 !06 43 209 100. 0 
ひ ど L、 11 。 5 2 18 13. 5 4 3 7 2 16 7. 7 
や 、 する 33 7 35 14 89 67. 0 28 15 72 22 137 65. 5 
全くし な い 7 3 14 2 26 19. 5 5 5 26 19 55 26. 3 
無 E己 名 。。。。 。 。。。 1 。 1 o. 5 
(3) 寮以外の食事について
寮生が寮で供される食事の他に各自が自由に摂る間食，補食，外食について， その種類
と購入の理由を，aふだん食べられないか ら，b好きだから， c珍しいか ら，dなんとな
く， e栄養的に足りないから， fおいしいからの中から記入させた。
① 間食について
46年は，お菓子を選ぶ‘ものが569ちと一番多く ，次いで果物の385'話、以下清涼飲料水，ラ
メー ンの順となっ てい る。その理由と しては好きだから，おい しいからが629杉である。
51年も順位は同じような傾向であるが，清涼飲料水を購入する割合が大きく増加してい
2〕
る。乙れは国民栄養調査等の報告と同様でゐり ，現代の若者にいかに愛用されているかを
示すものである。 また牛乳を購入するものは46年でほOでゐったが，51年には119ちと増え
ており ，乙れらのほとんどが保健体育科の学生で特にクラフの人が多く，健康への配慮の
あらわれである と思われ る。果物を購入するものは46年より51年では著しく減少している。
牛乳，果物などは価格の点、で寮の食事内容からも不足しているため，間食としてできるだ
け購入してほしい ものである。 （表 8) 
① 補食について
バター ・ジャムが46年86. 3 % , 51年89.7%と圧倒的に多いのは朝食がパン食のためであ
り，その他のものはのり佃煮，ふりかけ等常備菜的なもので占められている。理由として
は， 46年ではおいしいから ， 好きだからが52~払 5 1 年 も同じように659ぢでこ乙でも個人の
晴好を満足させる理由を上げている。 （表9 ) 
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表8 間食内 容と理由
（%） （%〕
順位｜ 昭和 46 年 昭和 51 年 理由項目 4 6年 5 1年N-I 3 3 N= 20 9 N=I33 N=209 
菓 子 56. 1 菓 子 54.2 ふだん 食べら 8.0 5. 6 れない から
2 I果 物 37. 8 果 物 18. 0 好きだか ら 52.0 50. 6 
3 I清涼 飲料水 3.5 清涼 飲料水 13. 2 珍 しいか ら
。 。
4 ｜インスタント・ 牛 手L なんとなく
16. 0 20. 6 
ラーメン 2.6 11. 1 栄り 養的 K 足 11. 0 5. 6 
5 I牛 手L 。インスタント・ 3 5 ない から
フ ーメ ./ おいしいか ら 10. 0 16. 7 
6 Iそ の 他 。そ の 他 。
そ の 他 3.0 0. 9 
表9 補食内容と理由
（%） （%） 
順位｜ 昭和 46 年 昭和 51 年 理由項目 4 6年 5 1年N= 13 3 N= 209 N= 13 3 N= 209 
ノて タ 69. 6 ，、ミ タ 65. 2 ふだん、食かべ られなし ら 7. 6 4.0 
2 1、ノ． ヤ Iふ 16. 7 1、ノ． ヤ iλ 24. 5 好 きだか ら 32. 9 36.0 
3 の り佃 煮 5. 9 そ の 他 5. 2 珍 じ いから 。 。
4 そ の 他 2. 9 の り 佃 煮 3. 3 
なんとなく 12. 2 13.5 
5 ふりかけ類 2. 0 チ ズ 0. 6 栄養的に 足 21. 1 14.0 
6 チ ズ？ l. 0 ふり か け類 0.6 りないか ら
7 缶 きロ土ロ 1. 0 漬 物 0. 6 おいしい から 19. 1 29. 5 
8 漬 物 l. 0 缶 詰 。 そ の 他 6.0 3.0 
③ 外食について
表 10 外食内 容
（%） 
表IO，表11に示 したように，46年
はラ ーメン，スパゲティ類，肉料理，
すしの順で理由としては好きだから 3
おいしいからが48.4予ちで3 ふだん食
べ られないから は38%であ る。
順位 ｜ 昭和 46 年 昭 和 5 1 年
51年はラーメン，スパゲティ が同
じで3 次いでその他のもの， カレ ー
ライスの順となり， 理由は好きだか
ら，おいしいからが62.7 予ちと増加し，
ふだん食べられないからは 209ちであ
る。46年，51年と もにラーメン，ス
3) 
バゲティ を好むのは若い人の傾向で
N= 133 
ラ ー メン
2 ｜スパゲティ 類
3 I肉 料 理
4 I寿 可
5 Iそ の 他
6 Iそ iま 類
7 I井 も の
37. 5 
32. 5 
12.5 
7. 0 
5. 0 
2. 5 
l. 5 
l. 5 
N= 209 
ラ ー メン 30. 1 
スパゲティ類 28. 6 
そ の 他 10. 5 
寿 司 7. 5 
井 も の 7. 5 
肉 料 理 7. 5 
カレーライス 5.3 
そ Ii 類 3.0 
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あり 3 今回の調査とも一致し，また値段 表11 外食の理由
が他lζ比べて安く，手ごろな， なじみの （%） 
ある食物として受け入れられている。 51
理 由 項 目 4 6年 5 1年
ふだん食べられないから 38. 5 21. 8 
年にその他のものが 3倍に増えているの 好 き だ カ〉 ら 43. 8 48. 2 
は食物の多様化が，食物の選択の場合lζ 珍 し し、 jp ら
。 0.4 
な ん と な く 6. 9 12.0 
も表われている。 理由としてはここでも 栄養的 K足りないから 6. 2 l. 3 
ふだん食べ られないから補 うとか，栄養 おい しい から 4. 6 14. 5 
そ の 他 。 0. 9 
的に不足しているのでこの機会に食べよ 無 記 入 。 0. 9 
うとい う行動より，好きだから，おいし
いからというゐく までも晴好本位の理由が多く， しかもそれが増加している。
本来3 食物選摂の動機は晴好的な ものにある としても 3 学問研究の途上にある学生とし
てはも う少し栄養的な関心がほしいも のである。
2. 噌好について
寮で日常多く 使用されているまた，良く知られている食品及び料理の中から 64品を選ぴ
入寮後の矯正を含め晴好について考察した。食品及び料理は以下の通り であ る。
l ）麺類 3品 2）魚介類とその加工品 12品
3）肉類とその加工品 4品 4）卵類と牛乳及びチーズ 4品
5）野菜類 19品 6）大豆製品 3品
7）調味料 3品 7）和風料理 8品
9）洋風料理 4品 l O）中華風料理 4品
( l) 麺類
表 12 麺 類
（%） 
入寮後食べられ 入寮後食べら
もともと好き ふ つ つ もともと嫌い
るようになった れな くな った
4 6年 5 I年 4 6年 5 I年 4 6年 5 I年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年
スパゲj--1 58.6 66.0 l. 5 0. 5 31. 6 29. 7 6. 0 2.4 2.3 l. 4 
つ どん 56. 4 59. 3 l. 5 。36. 0 38. 3 2. 3 。 3.8 2.4 
そ Ii 42. 9 46. 0 4.5 l. 4 38. 3 43. 0 l. 5 。12.8 9. 6 
麺類 3品についてはスパゲティが最も好まれており，もと もと好きと答えた ものが46年
に比べ51年では増えてきており，反対にもともと嫌いと考えたものは減少している。近年，
スパゲティを好ひことは指摘されてきているが，これは外食時にスパゲティ類を選摂して
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いる学生が多くほってきている結果とも 一致してきている。
もともと嫌いと答えたものでは，そばが多 く46年で12.8 9ち，51年では96 9ちゐりスノマゲテ
ィに比べ好まれていない。（表12)
(2) 魚介類とその加工品
魚介類とその加工品12品については表l3K示した。 もともと好きと答えたものが46年よ
り51年では減少し，ふつうと答えたものが多くな っており，全体的に好みが低下している。
もともと好きぽものとしては，いかが46年 74.49診， 51年52.6 9ちとあげられ高率を示して
いる。また入寮後の変化も少ない乙とから好まれている食品と思われる。
入寮後食べられるようにfJ"った食品と しては46年では， さば6.8 9多，かまぼこ4.5 9ち等があ
げられており， 51佃まさば2.49払 たこ2.Hちであった。入寮後食べられなくなった食品とし
て46年には小女子佃煮4.5 9ち，さば3.7安ちがあり， 51年ではたこが4.3 96であった。
もともと嫌いな食品の中では46年には小女子佃煮12.0 9払 かす漬魚9.0%，さば9.0 9多，51
年も同様の結果を示し，各々に12.9 %, 1 2.4 % , 9. 6 %と高率であった。さばにこのようえf
4) 
晴好のバラツキが多くみられたのは，食品に対するイメージの悪さ， また利用頻度が多い
ことによるものと考えられる。
表13 魚 介 類とその加工品
（%） 
入寮後食べられ 入寮後食べら
もともと好き るようになった
ふつう
れなくなった
もともと嫌い
4 6年 5 l年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年
き !l 30.8 24.9 6.8 2. 4 48. 2 62 3 3. 7 1. 0 9. 0 9. 6 
にしん 36.0 27. 8 2. 3 1. 4 53 4 62. 7 1. 5 1. 4 6. 8 6 2 
さ んま 48. 9 34. 4 0. 7 。43 6 60. 8 2.3 。 4. 5 3.8 
かれい 31 6 26. 3 3.8 l. 9 5.7. I 66. 1 0. 7 l. 4 6. 8 4. 3 
fこ ら 28 6 29. 6 。l. 0 64. 7 58. 9 0. 7 0. 5 6. 0 9. 5 
かす 漬魚 29. 3 22. 0 3. 0 1. 9 58. 7 62. 2 。 1. 0 9. 0 12. 4 
し、 1)> 71. 4 52.6 。 0. 5 25. 6 41. 1 。l. 0 。 4.8 
fこ c 56. 4 28.2 o. 7 2. 4 38. 4 55. 5 0 7 4. 3 3. 8 9. 6 
かまぼ ζ 42. 9 33. 5 4. 5 LO 47. 4 60. 3 2. 2 0. 5 3 0 4. 7 
かに在j 42. 9 38. 3 3 7 l. 0 15. I 55. 5 3. 0 1. 4 5. 3 3 8 
小女子佃煮 1 7. 3 14. 8 3.0 1. 4 63. 2 69. 4 4.5 1. 0 12. 0 12. 9 
ソーセージ 31. 6 35. 9 l. 5 。55. 6 56 9 3.0 0. 5 8.3 5. 7 
(3) 肉類とその加工品
肉類とその加工品 4品の結果は表14に示した。魚介類とその加工品に比べ晴好率が高く，
もともと好きと答え たものが46年， 51年とも約半数を占めていた。 また46年iと比べて51年
は全体的にその晴好傾向は平均化してきている。
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とり肉については46年13.5払 51年9.6 予ちがもとも と嫌いと答えており，豚肉，ハムにつ
いても同じ結果が表われている。しかしひ き肉は他三者に比べ， もともと嫌いと答えたも
のが減少の傾向にある。一万入寮後食べられなくなったと答えたものが，や h培えてきて
いることは料理万法，喫食時の温度が影響しているものと考えられる。
表14 肉類とその加工品
（%） 
もともと好き 入寮後食べられ ふつ つ 入寮後食べら もともと嫌いるようになった れなくなった
4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年
と り 肉 58. 7 48. 7 3 0 l. 4 24.8 36. 8 。 3. 8 13.5 9. 6 
挽 肉 54. 1 45. 0 3.8 l. 4 33. 8 47. 4 3 0 l. 4 5. 3 4. 8 
豚 肉 55 6 43. 5 l. 5 1. 0 27. 8 44.5 3. 8 l. 0 1. 3 10.0 
ノ、 £. 41. 4 43. 0 l. 5 o. 5 38. 3 44. 4 6.0 3.0 12. 8 8. 6 
(4) 卵類と牛乳及びチーズ
次に栄養的にはほぼ完全食品である卵類と牛乳及びチーズについて考察した。 （表15 ) 
鶏卵は一般的に好まれる食品とされてい るが，本調査でも同僚の傾向がみられた。 うず
らの卵については， もともと好きと答えたものは46年で24予ち，51年で27.3% と低く，また
もともと嫌いと答えたものも両年ともに高率で，好まれていない食品の一つにゐげられて
いる。鶏卵に比べなじみのうすい食品であるとも思われるが， 46年には入寮後食べられる
ようになった ものも 5勿お札今後の指導によ って変え得ることも出来る と考えられる。
牛乳はほとんどの学生に好まれており ，入寮後の矯正は，46年， 51年 とも 5予ちであっ た。
その理由は，栄養を考えてと答えたも のが多くあげられている。もともと嫌いと答えたも
のは46年 5.3 予ふ 51年では2.4 予ちと減っている。チーズについては，入寮後食べられるように
えよったと答えたものが46年 8.3 予多 3 51年では6.2 ~ああ り，その理由としては栄養を考 えて，
まわりにつられてである。もともと嫌いと答えたものは， 46年10. 5 安ぢ，51年は 15.8 予杉 とや
L高率であり ，補食と して購入する学生が少とよい理由とも つなが っている。
表15 卵類と牛乳及びチ ーズ
（%） 
もともと好き 入寮後食べられ ふ つ う 入寮後食べら もともと嫌いるよ うになった れなくとfった
4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年
鶏 卵 61. 7 57. 1 2. 3 l. 0 33 0 42. 1 。o. 5 3. 0 3.3 
うずらの卵 24.0 27. 3 5.3 2. 8 60.9 49. 3 。 0. 5 9. 8 19. 1 
牛 手L 71. 4 62. 7 4.5 5. 7 20. 3 27. 3 。l. 4 5.3 2.4 
チー ス 51. 1 42. 6 8. 3 6. 2 28. 6 35.4 l. 5 。10. 5 15. 8 
95 
(5) 野菜類
野菜では46年にトマトが72.3 9診と一番好まれ，次いで胡瓜，レタス，なすが多く好まれ
ている。 51年も同様 トマ トが一位であり，次いでグリーンアスパラがあげられている。こ
れは入寮後食べられるようになったも のが多い。その他， 胡瓜s レタスョ とよすは同様上位
にある。好きな物の順位が大きく 変ったものとしてはた くわんがあげられ，46年には479診
の晴好率で好まれていたのに対し， 51年には31控訴と低下している。 一方セロリ，春菊， カ
5〕
リフ ラワー，人参は46年， 51年とも同様な傾向で嫌いなものが多く，特にセロ リは半数の
ものがも ともと嫌いと答えている。 これは特有の香りや味の点で嫌われているものと思わ
れる。全体としてはサラダK利用される トマ ト，胡瓜， レタスやグ リーンアスパラは多く
好まれ最近の若い年代の好みがあらわれている。そして純日本的食品のワラビ，ふき，長
芋を好むものは30%台と少なく ，更K減少の傾向にある。 （表16)
表16 野 菜 類
(%) 
もともと好き 入寮後つ食べられ ふつう
入寮後食べら もとも と嫌いるょ になった オ1なくな った
4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年
人 参 10. 5 12. 4 5. 3 3.8 54. 9 58.0 l. 5 l. 4 27. 8 24.4 
ヒ。 マ ‘ ，ノ 49. 6 36. 4 2 3 3. 8 33. 8 46.9 l. 5 l. 4 12. 8 11. 5 
玉 葱 39 8 32.0 l. 5 o. 5 50. 4 57. 0 2.3 0. 5 6.0 10. 0 
春 菊 12. 8 13. 9 2.3 3. 3 53.4 49. 3 。l. 0 31. 5 31. 6 
ほうれん 草 39. 1 32. 5 1. 5 0. 5 52. 6 59.8 1. 5 l. 4 5. 3 5. 3 
白 菜 36. 8 34. 0 0. 7 。57. 2 63. 6 1. 5 。 3. 8 2.4 
キ ヤ "' 、y 47. 4 38. 8 1. 5 1. 0 48. 1 56. 9 2.3 1. 4 o. 7 1. 9 
グリーン ・アスパラ 42.9 55. 6 3. 8 7. 1 36. 1 30.6 0. 7 0 5 16. 5 5. 7 
な す 55. 6 48.4 1. 5 l. 9 37. 6 43. 5 1. 5 0. 5 3.8 5. 7 
セ ロ 12.0 11. 0 6.8 2.4 31. 6 34. 0 0. 7 1. 4 49.9 51. 2 
カリフ ラワー 25. 6 30. 6 7. 5 4. 3 38. 3 38. 8 。 1. 4 28. 6 24.9 
レ タ ス 60.2 53. 6 5. 3 1. 4 26. 3 40. 7 o. 7 1. 0 7. 5 3. 3 
胡 瓜 63. 3 50. 8 1. 5 。33. 8 45. 9 0. 7 1. 4 0. 7 1. 4 
も や し 42. 1 37. 3 1. 5 1. 4 51. 9 58.0 。 。 4. 5 3. 3 
ト マ ト 72.3 65. 5 0. 7 1. 0 25.6 29. 7 0. 7 0. 5 0. 7 3. 3 
長 芋 35. 3 30. 1 3.8 l. 0 52. 7 55. 5 0. 7 1. 4 7. 5 11. 5 
ワ つ ヒ 30. 0 27. 8 o. 7 o. 5 52. 0 56.9 1. 5 1. 0 15. 8 13.8 
ム き 39. 8 35. 9 l. 5 l. 0 48. 2 56. 9 1. 5 。 9. 0 5. 7 
Tこ く わ ん 47. 4 30. 6 2. 3 l. 4 37. 6 53. 7 3、7 5. 3 9. 0 9. 0 
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(6) 大豆製品
表17 大 s1 製 品
（%） 
もともと好き 入寮後食べられ ふつ つ 入寮後食べら もともと嫌いるようになった れな くなった
4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年
納 豆 48. 1 36. 4 2. 3 l. 0 45. 1 49. 7 0. 7 l. 9 3. 8 11. 0 
豆 禽 36. 8 39. 2 2. 3 l. 0 56. 5 49. 3 o. 7 0. 5 3. 7 10. 1 
あ tf 28. 6 29.2 l. 5 。60. 2 63.6 0. 7 0. 5 9.0 5. 7 
大豆製品である豆魔，納豆，あげは音から我々が親しんできた食品であり，かつ栄養食
品としでもなじみ深い故か，好き，ふつうと答える ものが多い。しかし51年には豆禽，納
豆をき らいとするものが増加しており，乙乙でも純日本的食品の後退がみられる。（表17) 
(7) 調味料
調味料 3品を比べてみるとマヨネーズが非常に好まれ，46年は74.59杉のものがもと もと
好きと答えており 3 嫌いと言う ものは Oとなっている。ケチャッ プも好まれる傾向者示し
ているが， ドレッシングはあまり好まれていないようで， もともと嫌いと答えたもけが46
年で7.5 9払 51年では11.5%と高率である。また，入寮後食べられるよう になったものも 51
年には4.3 予ぢもおり 2逆に食べられ芯く なったも のも出てきてお り，マヨネーズに比し， ド
レッシングは，各自の好みが非常に異なる食品と考え られる。（表18)
表18 調 味 料
（%） 
もとも と好き 入寮後食べられ ふつ つ 入寮後食べら もともと嫌いる土うになった れなくなった
4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年 4 6年 5 1年
マョネズ 74.5 49. 3 0. 7 l. 4 24.8 48. 8 。o. 5 。 。
ケチャップ 57. 2 34.0 0. 7 。39. 0 62. 6 。 。 3. 0 2. 9 
ドレッシング 36. 0 21. 5 1. 5 4.3 日 5 59. 8 l. 5 2. 4 7. 5 11. 5 
(8) 各種料理
次に料理16品を表19f乙示した。和風料理 8品についてみると 46年， 51年ともてんぷらを
好み， もともと好きと答えた ものが各々に63. 2 9払 59.89ちであ り， もと もと嫌いと答えた
ものが51年に 2人いたのみであった。これは次に述べる洋風料理のフライを好む傾向と一
致しており，この年代には揚げものが好まれている。反対にも ともと嫌い芯ものには酢み
そ和え， 46年で18.0%,51年19.1%，ゴマ和えは各々 12.8%,11.59ち，旨煮では13.5 9ふ
8. 5 5ちとゐげられており ，ワラビ”ふき 2 長芋等と同様lζ純日本的食物が好まれていない
傾向を示している。
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表 19 各種料理
（%） 
もともと好き 入寮後食べられ ふつ う 入寮後食べら もともと嫌いるようになった れなくなった
46 年 51 年 46 年 51 年 46 年 51 年 46 年 51 年 46 年 51 年
赤 飯 43. 6 36. 3 0. 7 o. 5 46 6 55. 5 2. 3 i O 6 8 6. 7 
和 数ら し寿し 62. 5 56. 0 o. 7 0. 5 33 0 416 l. 5 0. 5 2. 3 l. 4 
てんぷら 63.2 59. 8 0. 7 0. 5 34.6 38.2 l. 5 0. 5 。 1. 0 
風 酢みそ和え 32. 3 21. 0 。 5. 2 47. 4 50. 8 2 3 2. 9 18.0 19. 1 
和｜ 旨 煮 17. 3 13.4 
。 1. 4 67. 7 74. 7 1. 5 1. 4 13. 5 8. I 
ゴマ 和え 19. 5 15. 8 0. 7 I O 61. 0 68. 4 6 0 2. 3 12.8 1 I.5 
理 お で ん 42.8 43. 5 3 8 o. 5 45. I 51. 2 5. 3 ]. 0 3 0 3. 3 
煮 ft 39.8 34.9 0. 7 ]. 4 49. 7 55. 6 。 ]. 4 9. 8 5. 7 
洋
カレーライス 60. 2 34.4 。 0. 5 35. 3 41. 6 4. 5 17. 2 。 5. 3 
風 フ フ イ 56. 4 61. 2 ]. 5 0. 5 38. 3 34. 9 ]. 5 o. 5 2. 3 ]. 9 
料 コーン・スープ 33. 0 42. I 3. 0 o. 5 42.2 45. 5 6 0 2 8 15. 8 8. 6 
理 シチュー 53. 5 53. 6 0. 7 0. 5 33.8 35. 4 4.5 4.3 7. 8 5. 2 
あんかけ 36. 8 24.9 。 。52.6 62. 7 3.8 ]. 9 6.8 10. 0 
中国 魚の揚煮 27. 8 25. 8 o. 7 。64.8 61. 8 0. 7 ]. 4 6. 0 10. 5 
風理料 野菜妙め 19 5 37. 3 3 8 o. 5 44 4 55 5 18. 0 1. 4 14. 3 5. 3 
i¥ 宝 菜 23. 3 34.4 2. 3 ]. 4 52.6 56. 1 10. 5 l. 4 11. 3 6. 7 
洋風料理4品では，全体的に和風料理より好まれる傾向にあり，種類による差は少なく ，
晴好が平均化されてきている。46年はカレーライス，フライ，シチ ュー，コー ンスープの
JI買に好み， 51年ではフライ，シチ ュー ， コー ンスープ，カレー ライスと逆になっている。
なかでも特徴的なカレーライスについてみると46年では嫌いなも のがOであったのに対
し，51年ではもともと嫌いと答えた ものが5.3%，また，入寮後食べられなくな ったと 答え
ているものは17.2% と高率を示した。外食の晴好から みてもカレー ライスは若い世代に好
まれている食物の一つであるにもかかわらず，食べられなく なっているのは現代の多種多
様な味に慣れ親しんだ結果，好みに個性が表われているためと考えられる。
中国風料理4品は，和風料理，洋風料理lと比べ， もともと好きと答えたものが全体的に
低く ，また，好みにも大変ノてラツキがみられた。51年はあんかけ，魚の揚煮に 1割のも の
がもともと嫌いと答えており，野菜妙め，八宝菜にもともと嫌いなも のが減少している。
乙のことは，魚よりも肉を好む傾向によるものと思われる。
以上の結果をく もともと好き＞く もともと嫌い＞＜入寮後食べられるようにな った＞
＜入寮後食べられなくなった＞に分けて順位を表201ζ示した。 入寮後食べられるようになっ
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たものについてはその理由として， 1栄養
を考えて， 2食べるものがとEいから， 3な
んとなく， 4まわりにつられて， 5友人に
勧められての五つをあげ，その中から一つ
を選ばせたものである。
もともと好きの中では46年， 51年ともに
トマト，牛乳，スパゲティ，レタス，天ぷ
ら，散らし寿し等があげられる。 （表20) 
スパゲティ，レタスが示すように若い世
代の食生活は圧倒的に洋風化している昨今
だが，一方すし，天ぷら， うどん等は大変
好まれており， 日本料理もまた，少しずつ
形を変えながら今後の食生活に引き継がれ
て行くものと考えられる。
もともと嫌いと答えた食物にはセロリ p
春菊2 カリフラワー，人参，酢みそ和え，
ワラビがあげられており，その割合は46年，
51年ともに同程度を示している。（表21) 
入寮後食べられるようになったものにつ
いて順位をみるとチーズ，牛乳，カリフラ
ワー，人参， うずらの卵が上位にある。そ
の理由として，チーズ，牛乳については，
＜栄養を考えて＞というものが多く，他の
食品については，＜食べるものがないから＞
くなんとなく＞と答えており，牛乳，チー
ズが栄養食品であるとの判断によるもので
あろう。（表22) 
入寮後食べられなくなったものとして46
年には野菜妙め，八宝菜が多く指摘された。
これらは時間の経過とともに味が低下す
るものだけにその点について47年以降は，
種々工夫をした結果， 51年の調査には表わ
れていない。 51年にはカレーライスが最も
多く，これは各種料理別で述べたように，
各自の好みが非常に異なることによるもの
表20 もともと好き
(%) 
順位 昭和 46年 N=133 昭和 51年 N=209 
1 マ ヨネーズ 74.5スパゲティ 66.0 
2 し、 ;Ip 74. 4 卜 マ ト 65.5 
3 ト マ ト 72.4 牛 手L62. 7 
4 牛 手L11. 4 フ フ イ 61.2 
5 胡 瓜 63.3 天 五ょ ら 59.8 
6 天 ぷ ら 63.2 つ と ん 59.3 
7 散らし寿し 62.5 鶏 !JP 57. 1 
8 レ タ ス 60.2 散らし寿し 56.0 
9 と り 肉 58.7 グリー ンアスパラ 55. 6 
10 Iスパゲティ 58.61レ タ ス 53.6 
シチ - 53. 6 
表21 もともと嫌い
（手帳）
順位 昭和 46年 N=133 昭和 51年 N=209 
1 セ 口 リ 48.9 セ ロ リ 51.2 
2 春 菊 31.5 春 菊 31.6 
3 カリフラワー 28.6 カリフラワー 24.9 
4 I人参 27.8J人参 24.4
5 I酢みそ和え 18.01うずらの卵 19.1 
6 Iグリ ンーアスパラ 16. 51酢みそ和え 19.1 
7 Iワラビ 15.81チ ズ 15.8 
8 Iコ｝ン・スー プ 15.81ワ ラ ビ 15.8 
9 I野菜妙め 14.SJ小女子佃煮 12.9 
10 I旨 煮 13.51かす漬魚 12.4 
！とり肉 13.5
表22入寮後食べられるようになった
(%) 
順位｜昭和 46年 N= 133 J昭和 51年 N=209 
1 Iチ ー ズ 8.3jグリ｝ンアスパラ 7. 1 
2 Iカリフラワー 7. 51チ ズ 6.2 
手L 5. 7 3 Iセ ロ リ 6SI牛
Ii 6. 81ドレッシング 4. 3 
参 5. 31酢みそ和え 5. 2 
6 Iレ タ ス 5. 31カリフラワー 4.3
5. 31人参 3.8 
4. 51ピーマン 3.8
9 Iそ ば 4.51春 菊 3.3 
10 I；かまぼ乙 4. 51うずらの卵 2.8
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と考えられる。その他， 46年， 51年lζ共通
Iとあげられているものとしてはコ ーンスー 表23 入寮後食べられなくなった
(%) 
プ，スパゲティ，ゴマ和え，シチュ一等が 順位｜昭和 46年 N-133I昭和 51年 N-209
I I野菜 妙め 1s.o Iカレ ーライ ス 17.2 
z I八 宝菜 IO.5 Iたく わん 5.3 
3 Iゴマ 和え 6.oIた 乙 4.3
ある。これらは調理方法，外観，喫食時の
温度f.Jどに左右され易いものであるため好
まれなくなったものと考えられ，更に今後
検討していかなければ芯らない問題である。
（表23 ) 
4 Iコーンスープ 6. o Iシチ
s Iスパゲ テ ィ 6. 01と り
4.3 
肉 3.8
ム 3.06 Iハム 6.01ハ
7 Iお で ん 5.71酢み そ和え 2.9
8 Iシチュー 4.51コ←ンスープ 2.8
9 Iカレ ー ライス 4.51スパ ゲティ 2.4 
IO I小女 子 佃 煮 4.5＼ゴマ和え 23 
N 
?
と め
本学寮生の晴好について昭和46年と昭和51年の比較から次の結果が得 られた。
( I) 寮の食事について友人間，また帰省時にはほとんどのものが話題に している。しか
し，昭如46年に比べ昭和51年では献立表を見広いものが多く，かつ栄養計算に対する理解
が減っている。
(2) 間食は昭和46年，昭和51年ともにお菓子，果物，清涼飲料水を購入する割合が増加
している。
外食では両年ともに3 ラーメン，スパゲティを多く選んでいる。理由としては，間食，
外食とも晴好中心であり，栄養を補足するという理由は少伝い。
(3) 食品48品の晴好については， トマト，レタス，スパゲティ， 牛乳などの洋風材料が
昭和46年，昭和51年ともに好まれている。また， 魚介類より肉類の晴好率が高く，その傾
向は昭和51年ほど増加している。
嫌いな食品としては，セロリ，春菊，人参な ど香りの強いものが両年と もにあげられて
いる。
(4) 料理別16品では，天ぷら， フラ イなど油を多く使用したもの， すしが好まれ， 酢み
そ和え，ゴマ和え， 煮ものなどはあまり好まれていない。
近年の日本の食生活は各種の食品，料理が入りこみますます多様化してきているが，本
学寮生の晴好も同様の傾向を示している。 多数の，しかもそれぞれの要求を拡大しつつあ
る寮生に対して晴好要求を充足させるという 乙とは現在の給食管理体制では限度がゐり，
そのためには食材料費，給食設備，供食形態等に大きとf検討が加えられねばならないであ
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ろう。
一方学生の食物や栄養l乙対する関心も深いとはいえず， さまままな働きかけにもかかわ
らずその意識，行動lとよりよい変容がみられない。むしろますます無関心派が増えつつあ
る傾向にある。これは現代の若者の生活意識そのものにも大き くかかわっているも のと思
われ，乙の根本的なものを含めての指導が必要であると考えるものである。
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